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こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
編
成
し

た
平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
前
年
対
比
一
％
増
の
百

五
十
三
億
八
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

積
極
的
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
施
策
の
柱
に
は
、「
市
民

参
加
・
市
民
参
画
・
市
民
協
働
」

を
据
え
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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入
院
に
つ
い
て
中
学
校
終
了
ま

で
医
療
費
を
支
給
す
る
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
大
、
不
妊
治

療
費
補
助
制
度
の
新
設
、
在
宅
当

番
医
、
第
二
次
救
急
医
療
体
制
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

◎�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

　

命
の
大
切
さ
を
訴
え
る
「
学
校

エ
ー
ル
訪
問
」
の
継
続
実
施
、
い

き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
適

正
配
置
及
び
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
よ

る
基
礎
学
力
の
向
上
、
公
民
館
と

連
携
し
た
書
画
展
示
等
に
よ
る
地

域
ふ
れ
あ
い
事
業
の
展
開
、
中
学

校
部
活
動
等
へ
指
導
者
を
派
遣
す

る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
人
材
バ
ン
ク

の
創
設
を
行
い
ま
す
。
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郷
土
に
関
わ
り
の
あ
る
文
学
や

伝
統
工
芸
、
自
然
を
活
用
し
た
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。
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徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
断
行

に
よ
る
財
政
健
全
化
、
特
別
職
給

与
カ
ッ
ト
、
給
与
構
造
改
革
に
よ

る
給
与
制
度
の
見
直
し
等
に
よ
る

人
件
費
削
減
、
公
債
費
の
繰
上
げ

償
還
に
努
め
ま
す
。
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藍
の
ま
ち
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

小
学
生
の
安
全
確
保
の
継
続
、
防

災
行
政
無
線
親
局
の
老
朽
化
に
と

も
な
う
機
器
更
新
、
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
公
共
施

設
十
四
ヶ
所
へ
の
新
規
配
備
、
市

内
三
地
区
に
お
け
る
地
域
別
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。
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イ
オ
ン
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

た
羽
生
川
崎
産
業
団
地
関
連
道
路

の
重
点
整
備
、
新
田
公
園
・
栃
木

西
公
園
の
水
洗
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
設
置
、
市
営
南
羽
生
団
地
の

大
規
模
改
修
工
事
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
年
次
計
画
に
よ
る
大
規
模

改
修
工
事
、
上
水
道
の
老
朽
管
の

布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。
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素
案
策
定
時
よ
り
市
民
が
参
加

す
る
総
合
振
興
計
画
の
策
定
、
自

治
会
、
公
民
館
、
各
地
区
担
当
職

員
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
強
化
へ
の
支
援
、「
自
治
基
本

条
例
」
の
制
定
に
向
け
た
策
定
懇

話
会
に
よ
る
素
案
づ
く
り
、
市
政

に
対
す
る
意
見
要
望
を
伺
う
市
政

懇
談
会
の
開
催
等
を
行
い
ま
す
。
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国
内
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇

る
イ
オ
ン
の
オ
ー
プ
ン
を
起
爆
剤

と
し
た
本
市
の
活
性
化
、
道
の
駅

は
に
ゅ
う
の
八
月
オ
ー
プ
ン
、
羽

生
駅
西
口
道
路
の
整
備
、
東
口
の

駅
前
広
場
の
暫
定
整
備
、
農
業
・

農
村
基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
市市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
りり　

●
市
民
と
の
協
働

民
と
の
協
働

●
行

政

評

価

　

政　

評　

価

●
地
域
力
の
向
上

域
力
の
向
上

議
案
第
三
十
一
号　

羽
生
市
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て　

▽
陳
情　

陳
情
第
一
号　

庶
民
大
増
税
の
中

止
を
求
め
る
陳
情　

（
不
採
択
）

�
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
藤
間
圭
一
委
員
の
任

期
が
三
月
二
十
九
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏

を
選
任
し
た
い
と
し
て
、
市
長
か

ら
同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
同
氏
を
適
任
と

認
め
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
二
十
一
号　

羽
生
市
敬
老

祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
二
十
二
号　

羽
生
市
道
路

占
用
料
徴
収
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
二
十
三
号　

羽
生
市
土
地

開
発
基
金
条
例
等
を
廃
止
す
る

条
例

議
案
第
二
十
四
号　

羽
生
都
市
計

画
事
業
南
羽
生
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条

例
議
案
第
二
十
五
号　

市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
六
号　

市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
三
十
号　

羽
生
市
道
の
駅

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

落
合
信
夫
議
員
は
、
去
る
三

月
八
日
肺
炎
の
た
め
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
六
十
一
歳
で
し

た
。

　

故
落
合
信
夫
議
員
は
、
昭
和

五
十
四
年
四
月
、
羽
生
市
議
会

に
初
当
選
し
、
七
期
二
十
四
年

八
ヶ
月
の
永
き
に
わ
た
り
羽
生

市
政
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
昼
夜
を
分
か
た
ず
精
力
的
に

活
動
す
る
そ
の
姿
勢
は
、
多
く

の
人
々
の
信
頼
と
敬
愛
を
得
て

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

落
合
信
夫
議
員
逝
去


